
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
ラ
テ
ン
語
用
語
は
こ
れ
を
理
解
し
得
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
オ
ラ
ン
ダ
語
用
語
は
こ
れ
を
正
し
く
訳
し
、
ま
た
、
他

の
図
書
を
参
照
し
て
注
を
加
え
る
な
ど
、
読
者
に
本
書
の
内
容
を
理

解
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
が
各
所
に
翠
ら
れ
る
。

（
名
古
屋
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）

先
年
演
者
は
稲
村
白
羽
（
三
伯
の
あ
ざ
な
）
述
の
写
本
「
金
直
方
註
」

一
冊
（
一
九
・
五
×
十
三
・
四
四
を
入
手
し
た
。
一
頁
十
行
で
、
杏

樹
堂
と
し
る
し
た
外
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
凡
例
七
枚
、
目

録
二
枚
、
本
文
四
七
枚
、
計
五
六
枚
で
あ
る
。
凡
例
の
文
末
に
「
干

時
天
明
四
年
甲
辰
季
冬
、
因
幡
州
稲
邨
白
羽
誌
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
邨
は
村
で
、
白
羽
は
三
伯
の
字
、
季
冬
は
十
二
月
で
あ
る
。

「
目
録
は
処
方
の
目
次
で
、
五
三
の
煎
薬
と
一
つ
の
丸
剤
名
が
書
か

れ
て
い
る
。
本
文
第
一
頁
の
一
行
目
に
「
金
置
方
註
巻
一
、
因
幡
州

稲
邨
白
羽
述
」
と
し
る
さ
れ
、
桂
枝
湯
方
以
下
五
四
の
処
方
の
成
分

と
そ
の
割
合
、
方
の
趣
（
効
能
、
適
応
症
）
が
、
三
伯
自
身
の
考
も
入

れ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
末
尾
に
「
新
撰
金
直
方
註
巻
一
終
」

と
あ
り
、
以
下
続
巻
が
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
な
お
凡
例
の
第
一

頁
欄
外
に
「
石
田
」
と
「
窟
」
の
二
つ
の
朱
印
が
押
し
て
あ
り
、
裏

稲
村
白
羽
（
三
伯
）
の
「
金
置
方
註
」

に
つ
い
て

中

!'I

沃

（34） 176



表
紙
の
内
側
に
「
厳
島
之
詩
、
唐
人
作
」
と
「
天
橋
立
」
の
二
篇
の

詩
が
書
き
つ
け
ら
れ
、
別
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
「
克
己
堂
」
と
詩
の

傍
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
写
本
の
字
は
幼
拙
で
、
誤
字
も
多
く
、
と
て
も
稲
村
三
伯
の

字
と
は
思
わ
れ
な
い
。
少
年
の
字
の
よ
う
で
あ
る
。
三
伯
の
生
年
は

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
な
の
で
、
こ
の
凡
例
の
書
か
れ
た
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
十
二
月
に
は
満
二
七
歳
で
あ
っ
た
。
三
伯
の
若
い
門
人

が
写
本
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
伯
は
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
十
三
歳
で
鳥
取
藩
医
稲
村
三
杏
の

養
子
と
な
り
、
十
四
歳
で
藩
校
尚
徳
館
に
学
び
、
安
永
五
年
（
一
七

七
六
）
十
九
歳
の
時
、
藩
医
難
波
玄
生
の
子
春
庵
と
共
に
福
岡
の
医

亀
井
南
漠
の
塾
に
遊
学
し
た
。
一
’
二
年
在
塾
し
た
の
ち
帰
郷
し
た

が
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
十
二
月
養
父
三
杏
死
去
の
た
め
、
翌
二

年
家
督
を
相
続
し
、
五
人
扶
持
四
○
俵
を
給
さ
れ
た
。
天
明
三
年
三

月
京
都
へ
遊
学
し
た
が
、
同
年
十
一
月
藩
主
池
田
重
寛
が
死
去
し
た

の
で
帰
国
し
た
。
天
明
五
年
二
月
、
三
か
年
の
予
定
で
再
び
京
都
に

遊
学
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
金
直
方
註
」
を
撰
述
し
た
の
は
、

こ
の
第
二
回
目
の
遊
学
へ
出
立
す
る
直
前
の
鳥
取
在
住
の
時
で
あ
っ

た
。
三
伯
が
大
槻
玄
沢
の
芝
藺
堂
に
入
門
し
、
蘭
方
に
転
ず
る
ま
で

の
医
学
の
師
に
つ
い
て
は
、
従
来
亀
井
南
漠
し
か
知
ら
れ
て
い
な

い
。
京
都
に
お
け
る
師
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
写
本
の
凡
例

や
本
文
中
の
文
か
ら
、
三
伯
の
学
統
や
師
を
推
量
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
凡
例
の
中
で
、
晋
唐
以
来
の
医
師
達
が
古
方
を
棄
て

た
こ
と
を
非
難
し
、
張
仲
景
に
帰
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た

「
永
冨
独
嚥
庵
日
ク
、
傷
寒
万
病
ヲ
治
シ
、
万
病
傷
寒
ヲ
治
ス
、
回

互
参
究
、
初
テ
傷
寒
ヲ
治
シ
亦
初
テ
万
病
ヲ
治
ス
ベ
シ
ト
、
鳴
呼
卓

乎
ダ
ル
此
言
、
実
二
方
技
家
ノ
亀
鑑
」
と
述
べ
、
独
嚥
庵
に
傾
倒
し

て
い
る
。
永
冨
は
山
脇
東
洋
に
師
事
し
、
東
洋
ま
た
永
冨
の
才
を
愛

し
越
前
の
奥
村
良
筑
の
も
と
に
子
息
東
門
と
共
に
遣
し
、
吐
方
を
学

ば
せ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
前
述
の
南
漠
は
永
冨
の
門
弟
で
、
永
冨
の
著

「
漫
遊
雑
記
」
に
序
文
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
凡
例
中
に
「
村
井
忠

山
著
ス
処
ノ
薬
量
考
、
陶
弘
景
及
び
物
祖
侠
ノ
説
ヲ
考
比
シ
、
参
ユ

ル
ニ
自
己
ノ
見
解
ヲ
以
ス
」
と
あ
る
。
「
薬
量
考
」
は
吉
益
東
洞
の

門
人
村
井
琴
山
の
著
書
で
あ
る
の
で
忠
山
は
誤
写
で
あ
る
。
山
脇
東

洋
の
嗣
子
東
門
は
天
明
二
年
に
死
去
し
て
お
り
、
孫
の
東
海
が
継
い

で
お
り
、
三
伯
よ
り
一
つ
年
上
の
二
七
歳
で
師
と
仰
ぐ
に
は
若
す
ぎ

る
。
三
伯
の
京
都
遊
学
の
折
に
は
吉
益
南
涯
（
三
四
歳
）
、
東
洞
の
門

人
和
田
東
郭
（
四
十
歳
）
ら
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
古
医
方
家
の
門
を
敲
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い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
「
蘭
学
階
悌
」
を
読
み
、
寛
政

四
年
（
一
七
九
二
）
江
戸
勤
務
の
折
芝
蘭
堂
に
入
門
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
独
嚥
庵
の
「
漫
遊
雑
記
」
中
の
西
洋
人
の
病
理
解
剖
に

つ
い
て
の
記
述
を
読
桑
、
蘭
方
へ
の
志
は
拡
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

ま
た
凡
例
の
末
頁
に
「
嘗
テ
難
夫
子
二
待
坐
シ
、
其
ノ
聞
ク
処
ノ

衛
気
畏
縮
ノ
説
及
ビ
薬
論
ノ
義
ヲ
推
シ
テ
漫
二
此
書
ヲ
彙
集
シ
同
志

ノ
友
一
一
献
日
ノ
愚
ヲ
致
サ
ン
ト
ス
ル
モ
云
々
」
と
あ
る
。
難
夫
子
と

は
、
か
っ
て
三
伯
の
師
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
亀
井
塾
へ
同
行
し
た
難

波
春
庵
の
父
玄
生
（
一
七
三
七
’
一
七
八
三
）
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
生

は
米
子
の
医
師
永
原
養
順
の
子
で
、
鳥
取
藩
医
難
波
養
牛
と
な
り
、

養
父
か
ら
医
術
を
学
び
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
養
父
の
死
に
よ
り

家
督
を
継
い
だ
。
天
性
聡
敏
で
医
術
で
高
名
で
あ
り
、
「
難
経
解
」

そ
の
他
の
医
書
を
著
述
し
た
と
い
う
。
ま
た
国
学
に
も
造
詣
が
深

く
、
和
歌
も
詠
じ
た
。
難
夫
子
の
名
は
処
方
の
「
小
青
竜
加
石
焦
湯

方
」
の
註
の
中
に
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
「
頃
日
余
ガ
社
兄
中
村
三

育
、
小
青
龍
加
烏
頭
二
両
ノ
方
ヲ
伝
う
、
喘
家
其
初
ス
ル
時
必
ズ
暁

シ
テ
清
涕
出
ル
事
数
回
ナ
ル
モ
ノ
’
一
効
験
ア
リ
、
此
方
難
夫
子
造
ル

処
ナ
リ
ト
余
受
テ
其
方
ノ
趣
ヲ
考
ル
ー
云
食
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
社
兄
中
村
三
育
は
難
波
玄
生
の
塾
に
お
け
る
同
門
の
医
師
と
考

え
ら
れ
る
が
、
不
詳
の
人
物
で
あ
る
。
な
お
こ
の
金
置
方
註
は
「
深

ク
自
ラ
秘
重
シ
テ
門
生
ト
云
共
妄
リ
ニ
授
ズ
、
時
々
消
閑
ノ
具
》
一
供

シ
テ
但
二
玩
読
ス
ル
ノ
ミ
」
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
か
ら
、
烏

取
在
勤
の
折
に
は
門
人
を
教
育
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
な
お
各
処

方
に
つ
い
て
の
三
伯
の
考
え
な
ど
に
関
し
て
は
諸
賢
の
研
究
に
ま
ち

た
い
。

（
岡
山
大
学
医
学
部
第
二
生
理
学
教
室
）
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